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1. はじめに 

近年の動画像高精細化[1]により,圧縮符号化の負荷が

大幅に増加している.この負荷増の主因は,圧縮のためにフ

レーム間で行われる動き検出処理である.当研究室では,

汎用プロセッサにおける符号化処理のより効率的な処理の

実現をめざし,動き探索高速化に的を絞った SIMD 併用型

汎用データパスの開発を進めている .本研究では,この

SIMD のベクトルレジスタ内に動き探索の繰り返しの探索

パタンが収まる開発中のデータパスに適した高効率動き検

出アルゴリズムの実現を目指した. 

2. 動き探索と動き探索用 SIMD データパス 

動き探索は, 画素の輝度値の差の絶対値の合計を求め

る SAD 演算処理により,画像のブロック間の類似度が高い

ブロックを検出する処理である . 当研究室で開発中の

SIMD 併用型汎用データパスは参照画像中の任意のマッ

チング対象サブブロック（8×4 画素サイズ）のアクセスを可

能とするベクトル用のレジスタファイルを備えており, ベクト

ルレジスタに格納された参照画像と 8×4 画素の符号化対

象画像との並列ブロックマッチングを繰り返すことで, 固定

的な探索パターンを効率的に処理できる. 

3. 提案手法 

3.1 SUCSearch 動画像では一般的に垂直方向と比較

し水平方向の動きが多いことを考慮して, 横の動きに強く, 

かつ ベ ク ト ルレ ジスタに収まる事で並列処理可能な

SUCSearch(Small Unsymmetric Cross Search) を提案する. 

SUCSearch は,図 1 の●で示す探索パタンを繰り返す追跡

型探索法である. 

 
図１. SUCSearch 一回分の      図 2. ラスター探索の探索点 

探索点 

 

3.2 ラスターサーチの最適化    ラスター探索を図２に示

すように,SUCSearch と組合せて探索可能な○の部分を除

き,●の部分を探索するように最適化した. 

 

3.3 サブサンプリングの適用    ブロックマッチングの際

に,水平方向に 2 画素精度のサブサンプリングを適用する.

これにより,ベクトルレジスタに入る水平方向の領域の幅を 2

倍にし,ラスター探索を含んだ全体の演算回数を減らしつ

つ探索精度を上げられるようにする.  

4. 評価 

 

 

図 3. AD演算回数 

 
拡大型ダイアモンドサーチを用いた TZSearch[2] 

(TZD)と拡大型ダイアモンドサーチの代わりに 8点ス

クエアサーチを用いた TZSearch(TZS)と HM10.0に提

案手法を実装したもので 3種類の動画像をエンコード

することで評価をとる.比較内容は AD（Absolute Diffe- 

rence）演算回数と BD-Rate を用いた.BD-Rate は同等の画

質における符号化発生量の差を表した指標である. AD 演

算回数は図 3 に示すように平均で 17%にまで低減できてい

る.また BD-Rate は tennis でのみ 3%の劣化が見られたが,

他の二つの画像では 0.6%以下の劣化に抑えられた. 

5. おわりに 

 3種類の内の 2種類の動画像でBD-Rateの劣化が

無く,演算量を削減できたため,良好な結果が得られ

た.tennis のように上下方向の速い動きが多くなると動き検

出の精度が低下する傾向が見られたため,今後はそのよう

な動きに対する耐性の確保が課題となる. 
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